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一般会計予算

95億8,000万円
平
成
19
年
第
１
回
定
例
町
議
会

で
は
、
議
案
24
件
、
請
願
２
件
、

陳
情
１
件
、
発
議
４
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

南
部
小
学
校
改
築
工
事
が
本
格

化
す
る
事
業
を
始
め
、
議
案
は
慎

重
審
議
の
結
果
、そ
れ
ぞ
れ
認
定
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳　入

県支出金

町債20億8,760万円（21.8％）

8億
4,243万
8千円
（8.8％）

国庫支出金
8億9,450万2千円
（9.3％）

14億6,357万
4千円（15.3％）

地方交付税
31億8,000万円
（33.2％）

依存財源

歳入合計
95億8,000万円

73億704万円
（76.3％）

22億7,296万円
　　　（23.7％）

分担金及び負担金
（1.3％）
使用料及び手数料
（1.1％）
繰越金
（1.0％）
財産収入
（0.1％）
寄付金

諸収入 1億3,409万円（1.4％）

繰入金 3億3,928万7千円（3.5％）

1億2,926万4千円

1億19万3千円

1億円

654万9千円

3千円

地方消費税交付金
地方譲与税
自動車取得税交付金
地方特例交付金
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡取得割交付金
交通安全対策特別交付金

1億2,700万円（1.3％）
8,860万円（0.9％）
4,040万円（0.4％）
1,470万円（0.2％）
1,000万円（0.1％）
970万円（0.1％）
950万円（0.1％）
260万円（0.1％）

町税

自主財源

歳　出

性質別歳出
95億8,000
万円

人件費
12億6,414万7千円
（13.2％）

物件費
11億8,481万8千円
（12.4％）

扶助費
4億3,239万7千円
（4.5％）

補助費等
9億6,172万
1千円

（10.0％）

維持補修費
2,832万円
（0.3％）

普通建設事業費
33億556万2千円
（34.5％）

繰出金
7億8,879万8千円
（8.2％）

災害復旧事業費
2,600万4千円
（0.3％）

積立金
75万5千円

公債費
15億7,747万8千円
（16.5％）

予備費
1,000万円（0.1％）

その他
23億7,703万
1千円

（24.8％）

消費的経費
38億7,140万
3千円

　　（40.4％）

投資的経費
33億3,156万6千円
（34.8％）

一
般
会
計
で
は
、
平
成
18
年

度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
約

５
億
９
千
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
増
え
た
主
な
内
容
は
、
衛

生
費
で
は
最
終
処
分
場
整
備
費
、

土
木
費
で
は
新
殿
開
橋
建
設
費
、

教
育
費
で
は
、
南
部
小
学
校
改
築

費
な
ど
で
す
。

特
別
会
計
と
合
計
す
る
と
約

12
億
１
千
２
百
万
円
の
増
加
で
す
。
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平成19年度当初予算総括

□議会費………………………… 8,378 万円

□総務費…………………… 7億 9,446 万円

○総　務　管　理　費…… 6億 3,451 万円

○徴　　　税　　　費…… 1億 0,587 万円

○戸籍住民基本台帳費……………2,497 万円

□民生費……………………14億 4,406 万円

○社　会　福　祉　費…… 9億 4,835 万円

○児　童　福　祉　費…… 4億 9,571 万円

□衛生費…………………… 9億 7,396 万円

○保　健　衛　生　費…… 5億 3,583 万円

○清　　　掃　　　費…… 4億 2,881 万円

○水　　　道　　　費…………… 932万円

□農林水産業費……………18億 9,769 万円

○農　　　業　　　費…… 14億 2,015 万円

○林　　　業　　　費…… 1億 5,627 万円

○水　産　業　費………… 3億 2,127 万円

□商工費………………………… 8,659 万円

□土木費……………………10億 9,239 万円

○道　路　橋　梁　費…… 8億 5,371 万円

○河　　　川　　　費…………… 817万円

○都　市　計　画　費…… 2億 2,069 万円

○住　　　宅　　　費…………… 982万円

□消防費…………………… 2億 5,326 万円

□教育費……………………13億 4,033 万円

○教　育　総　務　費……………8,772 万円

○小　学　校　費………… 9億 0,189 万円

○中　学　校　費…………………7,094 万円

○幼　稚　園　費…………………4,661 万円

○社　会　教　育　費…… 1億 7,901 万円

○保　健　体　育　費……………5,019 万円

○学　童　保　育　費…………… 398万円

□災害復旧費……………………… 2600 万円

□公債費……………………15億 7,748 万円

□予備費………………………… 1,000 万円

一般会計歳出の主要項目予算額

会計名 本年度 前年度 比　較 増減率（%）

一 　 般 　 会 　 計 9,580,000 8,995,000 585,000 6.5 

特 　 別 　 会 　 計 5,454,138 4,827,057 627,081 13.0 

　国民健康保険事業 1,916 ,856 1 ,630 ,520 286,336 17.6 

　老人保健 1,266 ,396 1 ,237 ,476 28 ,920 2.3 

　介護保険 965,396 930,666 34 ,730 3.7 

　住宅新築資金等貸付事業 15,953 17 ,024 -1 ,071 -6.3 

　鶴の湯 60,674 57 ,394 3 ,280 5.7 

　農業集落排水事業 257,396 258,526 -1 ,130 -0.4 

　公共下水事業 733,901 601,412 132,489 22.0 

　簡易水道事業 237,566 94 ,039 143,527 152.6 

合　　計 15,034 ,138 13 ,822 ,057 1 ,212 ,081 8.8 

（単位：千円） 特
別
会
計
で
は
昨
年
当
初
と
の

比
較
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

で
約
２
億
９
千
万
円
、
公
共
下
水

事
業
で
約
１
億
３
千
万
円
、
簡
易

水
道
事
業
で
約
１
億
４
千
万
円
が

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。
合

計
す
る
と
約
６
億
３
千
万
円
の
増

加
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
繰

越
金
で
１
億
６
百
万
円
、
基
金
で

３
千
２
百
万
円
投
入
し
て
、
保
険

税
を
一
世
帯
当
り
６
，
９
０
０
円

安
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
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に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
新
町
防
災

計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
今
後
も

地
域
で
の
訓
練
を
お
願
い
す
る
過

程
で
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。広

報
の
配
布
に
つ
い
て

広
報
な
ど
の
配
布
が
遅

く
、
月
初
め
の
事
業
が
わ

か
ら
な
い
と
聞
く
が
。

区
長
さ
ん
に
お
願
い
す

る
以
外
に
、
学
校
の
生
徒

に
も
お
願
い
を
し
、
配
布
し
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
配
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
区
長
さ
ん
に
再

度
お
願
い
を
し
ま
す
。

地
方
債
の
償
還
予
定

　

155
億
５
千
４
百
万
円
の

地
方
債
が
あ
る
が
、
町
が

返
済
し
て
い
く
額
は
。

　

全
体
で
155
億
の
起
債
が

残
っ
て
い
て
交
付
税
の
算

入
も
あ
り
、
全
体
的
な
財
政
計
画

を
作
っ
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
年

間
13
億
円
か
ら
15
億
円
の
償
還
と

予
測
し
て
お
り
ま
す
。

回
収
機
構
へ
の
移
管
は

　

地
方
税
回
収
機
構
へ
の

移
管
状
況
は
ど
う
な
っ
て

条
例
、
当
初
予
算
の
審
議
は
15
日
か
ら
20
日
ま
で
本
会
議
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
予
算
に
つ
い
て
は
活
発
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

条例・予算について
活発な質疑

鉄
骨
ハ
ウ
ス
補
助

山
村
対
策
振
興
事
業
、

梅
干
し
用
鉄
骨
ハ
ウ
ス
補

助
金
と
は
。Ｊ

Ａ
が
建
設
す
る
の
は

約
10
棟
と
聞
い
て
い
ま

す
。
19
年
度
は
、
２
千
万
円
の
枠

取
り
を
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
防
災
訓
練

　

子
供
達
の
家
庭
に
い
る

時
間
帯
で
の
訓
練
は
。

　

子
供
さ
ん
の
防
災
に
対

す
る
意
識
、
訓
練
は
非
常

QA

バリアフリー化される南部駅

Q

QA

鉄骨ハウス

い
る
の
か
。

　

18
年
度
に
10
名
の
滞
納

者
を
移
管
い
た
し
ま
し

た
。
移
管
総
額
９
百
14
万
９
千
円

で
現
在
２
百
42
万
２
千
円
徴
収
い

た
し
ま
し
た
。

南
部
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

Ｊ
Ｒ
南
部
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
工
事
の
内
容
は
。

　

車
椅
子
で
乗
り
降
り
で

き
る
よ
う
に
、
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
２
番
線
の
田
辺
寄
り
か
ら

傾
斜
を
つ
け
て
、
海
側
の
ホ
ー
ム

に
渡
れ
る
よ
う
工
事
を
し
ま
す
。

AQ

AQA

AQ
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長
寿
祝
に
つ
い
て

長
寿
祝
の
こ
と
で
す

が
、
最
終
的
に
何
歳
ま
で

対
象
に
す
る
の
か
。

来
年
度
は
81
歳
か
ら
支

給
で
、
２
年
に
１
歳
ず
つ

上
げ
て
、
平
成
28
年
度
に
85
歳
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

集
落
道
路
整
備
工
事

千
鹿
浦
地
区
集
落
道

整
備
工
事
に
つ
い
て
。

現
状
の
測
量
、
付
随
す

る
物
件
調
査
を
行
い
、
事

業
期
間
は
５
年
計
画
で
、
平
成
23

QA

集落道路整備される干鹿浦地区

年
度
に
は
完
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

最
終
処
分
場
工
事

　

最
終
処
分
場
工
事
請
負

費
で
、
こ
の
工
事
に
つ
い

て
地
元
と
の
話
し
合
い
等
の
状
況

は
。

　

山
内
区
・
東
岩
代
区
で
、

説
明
会
を
行
い
、
再
生
事

業
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
ま
し

た
。

　

市
町
村
の
責
任
に
お
い
て
処
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
説
明
を
地

元
に
し
、
考
慮
し
た
処
理
施
設
の

整
備
を
す
る
こ
と
で
、
ご
理
解
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

QA

第 2 庁舎駐車場

歩
道
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
早

く
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

百
年
の
森
計
画
に
つ
い
て

　

百
年
の
森
、
植
栽
に
つ

い
て
。

　

森
を
と
り
戻
す
手
法

に
、
何
が
適
す
る
の
か
、

専
門
家
の
森
林
組
合
に
も
意
見
を

聞
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

QA

　

数
は
少
な
い
が
あ
り
ま

す
。
複
式
学
級
解
消
の
対

応
の
１
つ
と
し
て
、
配
慮
し
た
も

の
で
す
。

第
２
庁
舎
駐
車
場

　

第
２
庁
舎
駐
車
場
の
整

備
費
に
つ
い
て
で
す
が
、

歩
道
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

駐
車
場
の
整
備
を
行
い

ま
す
。
通
学
生
も
多
く
、

QA

QA

備
品
購
入
に
つ
い
て

　

南
小
校
舎
改
築
に
伴
う

備
品
購
入
費
は
、
町
内
業

者
に
発
注
す
る
の
か
。

　

備
品
購
入
費
は
内
容
的

に
絞
り
ま
し
て
、
２
千
万

円
と
い
う
形
で
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
入
札
を
考
え
て
い
ま
す
。

QA

訂
正
と
お
わ
び

  

議
会
だ
よ
り
第
８
号
の
９

ペ
ー
ジ
の
２
、３
段
目
の
答
弁

の
数
字
の
部
分
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
２
段
目
の
６
百
万
は

６
千
３
百
万
、３
段
目
の
４
百
万

は
３
千
６
百
万
の
誤
り
で
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
わ

び
致
し
ま
す
。

機
構
改
革
に
つ
い
て

　

機
構
改
革
の
内
容
は
。

　

み
な
べ
町
の
課
設
置
条

例
の
一
部
改
正
で
、
13
課

を
９
課
と
し
、
検
査
室
を
新
た
に

設
置
し
て
、
12
の
局
課
室
と
な
り

ま
し
た
。

各
課
の
配
置
は

　

機
構
改
革
に
よ
っ
て
、

第
一
庁
舎
、
第
二
庁
舎
へ

の
各
課
の
配
置
は
。

　

合
併
し
て
、
第
一
、
第
二

庁
舎
で
現
在
職
務
を
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
第
一
庁
舎
に
一

体
化
す
る
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

創
設
さ
れ
る
検
査
室
は

　

検
査
室
の
事
務
の
内
容

は
。

　

基
本
的
に
は
、
土
木
建

築
・
委
託
関
係
が
主
体
で
、

工
事
・
測
量
・
設
計
の
指
名
願
や

物
品
の
納
入
等
の
契
約
関
係
を
検

査
す
る
業
務
で
す
。

非
常
勤
講
師
に
つ
い
て

　

清
川
小
学
校
の
非
常
勤

講
師
は
、
県
下
的
に
事
例

は
あ
る
の
か
。

QAQAQAQ

A
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一
般
質
問
一
般
質
問
は
3
月
12
日
に
8
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。（
質
問
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
）

下村　勤 議員

企業誘致の推進

梅
の
消
費
低
迷
と

低
価
格
に
よ
る
、
農
家

の
所
得
減
収
は
、
町
の
経
済
に
与

え
る
影
響
は
深
刻
で
あ
る
。

こ
の
様
な
状
況
が
続
け
ば
、
農

家
の
後
継
者
が
町
外
に
出
て
行

き
、
若
年
者
が
益
々
減
少
し
、
高

齢
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
く
る
。

梅
産
業
を
守
っ
て
い
く
上
か
ら

も
、
又
、
過
疎
化
対
策
と
し
て
も

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
取
り
組
め

な
い
か
。　
　
　
　
　

現
在
、
梅
加
工
販
売

関
連
の
企
業
で
、
常
時

雇
用
さ
れ
て
い
る
人
が
、
統
計
上

の
数
字
で
１
４
５
０
人
が
就
労
し

て
い
ま
す
。
そ
の

内
、
町
民
が
働
い

て
い
る
の
が
、
約

30
％
、
430
人
で
あ

と
は
、
町
外
か
ら

働
き
に
来
て
い
る

と
い
う
実
態
が
あ

り
ま
す
。

職
業
の
選
択
を

言
わ
な
け
れ
ば
、

付
け
入
る
隙
が
あ

る
か
な
と
い
う
見

方
も
す
る
ん
で

す
が
、
選
択
肢
を

増
や
し
て
い
く
上

か
ら
も
企
業
誘
致

は
、
そ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

誘
致
を
す
る
に
し
て
も
、
基
盤

と
い
う
の
が
な
か
な
か
確
保
し
に

く
く
、
少
し
の
面
積
で
し
た
ら
あ

り
ま
す
が
、
大
き
な
面
積
と
な
る

と
難
し
く
、
現
下
の
情
勢
で
は
、

す
ぐ
ど
こ
へ
と
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
積
極

的
に
動
い
て
ま
い
り
ま
す
。
幸
い

に
し
て
、
今
回
、
新
し
い
知
事
も
、

働
く
場
所
と
言
う
こ
と
を
挙
げ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
と
も
考
慮

い
た
し
ま
し
て
趣
旨
に
そ
っ
た
方

向
で
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
く
思

い
ま
す
。

質
問

町
長

城山台企業団地

住
民

の
命
や

財
産
を
守
る
た
め

に
、
救
急
ポ
イ
ン

ト
の
設
置
は
出
来

な
い
か
。

消
防
で
は
、
通

報
を
受
け
る
と
、

電
話
番
号
か
ら
周

辺
の
地
図
が
出
て

く
る
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
と
聞

く
が
、
加
入
電
話
に
は
Ｉ
Ｐ
電
話

や
、
パ
ソ
コ
ン
対
応
の
電
話
、
非

通
知
設
定
電
話
、
又
、
特
に
携
帯

電
話
か
ら
で
は
適
応
さ
れ
な
い
。

そ
う
い
っ
た
問
題
を
解
消
す
る

た
め
に
も
、ポ
イ
ン
ト
の
設
置
は
、

是
非
必
要
と
考
え
る
が
。

隣
の
田
辺
市
は
、
受

領
の
根
笹
周
辺
に
、
鳩

マ
ー
ク
の
目
印
が
立
っ
て
あ
り
、

こ
れ
は
良
い
な
と
感
じ
、
旧
村
当

時
そ
う
い
う
話
を
出
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
実
現
し
て
い
ま

せ
ん
。

シ
ス
テ
ム
化
な
ど
、
完
全
に
出

来
て
い
る
と
は
言
う
も
の
の
、
実

際
問
題
、
山
林
火
災
な
ど
で
は
消

防
団
の
皆
さ
ん
で
も
、
戸
惑
う
こ

と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。  

迅
速
を
要
す
る
こ
と
で
あ
り
、
日

高
広
域
消
防
と
十
分
に
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
、
一
層
念
を
入
れ
た
対

策
を
、
講
じ
て
い
く
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

町
長

救急ポイントの設置

救急ポイント（田辺市）
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⑶
18
歳
ま
で
に
生
涯
量
の
半
分
を

浴
び
る

⑷
10
歳
ま
で
に
浴
び
る
量
が
多
い

と
生
涯
の
皮
膚
が
ん
発
生
率
が

３
〜
５
倍
も
高
い
。

こ
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
子
供

達
は
大
半
を
学
校
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。
幸
い
に
も
、
上
南
部
小
学

校
で
は
19
年
度
入
学
児
童
か
ら
体

操
帽
子
は
Ｕ
Ｖ
（
紫
外
線
）
カ
ッ

ト
素
材
で
、
ツ
バ
付
き
後
ろ
垂
れ

付
き
の
も
の
の
着
用
を
認
め
る
ご

配
慮
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
事
に
つ
い
て
お

尋
ね
を
し
ま
す
。

学
校
プ
ー
ル
で
の
水
着
は
、
紫

外
線
を
防
止
す
る
袖
の
あ
る
も

の
、
帽
子
も
紫
外
線
防
止
の
も
の

を
認
め
て
は
ど
う
で
す
か
。　

寺本三直 議員

小学校の紫外線対策
─学校での取組み─

近
年
フ
ロ
ン
ガ
ス
に

よ
る
オ
ゾ
ン
層
破
壊

で
、
大
量
の
紫
外
線
が
地
球
に
降

り
注
い
で
い
ま
す
。
世
界
保
健
機

構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
も
人
体
へ
の
影

響
を
認
め
て
い
ま
す
。

資
料
に
よ
り
ま
す
と
紫
外
線
を

多
量
に
浴
び
る
と
免
疫
の
低
下

や
、
眼
の
角
膜
に
炎
症
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
子
供

の
時
に
多
く
浴
び
る
の
で
、
こ
の

年
代
に
い
か
に
少
な
く
す
る
か
が

課
題
で
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
の
日

常
生
活
も
そ
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
曇
天
と
か
日
陰
に
あ

る
場
合
は
受
け
る
量
が
少
な
い
そ

う
で
す
。
な
ぜ
子
供
の
時
に
こ
の

防
御
が
大
切
な
の
か
は

⑴
遺
伝
子
に
変
異
を
生
じ
や
す
い

⑵
免
疫
反
応
で
も
日
焼
け
後
10
日

間
は
低
下
す
る

保
護
者
の
方
の
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
で
、
体

育
指
導
、
実
技
指
導
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
着
用
す
る
こ
と
は
結
構

質
問

体育授業

ツバ付き後ろ垂れ帽子

教
育
長

屋
外
で
の
体
操
服
は

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
の
着

用
を
認
め
て
は
ど
う
で
す
か
。

走
り
高
跳
び
、
幅
跳

び
、
鉄
棒
と
色
ん
な
種

目
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
々
に

許
さ
れ
る
範
囲
の
着
用
は
認
め
る

こ
と
で
学
校
の
指
導
も
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

質
問

教
育
長

子
供
達
に
紫
外
線

に
つ
い
て
の
教
育
は
。

健
康
上
、
害
が
あ
る
と

判
断
で
き
る
年
齢
、
学

年
の
時
期
に
、
学
習
指
導
要
領
の

中
に
示
さ
れ
て
い
る
内
容
に
沿
っ

て
、
進
め
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

質
問

教
育
長

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
も

着
用
に
つ
い
て
規
制
を
し
な
い
よ

う
指
導
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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中家克己 議員

梅対策について

国
の
政
治
は
地
方

分
権
な
ど
と
い
う
言

葉
と
は
う
ら
は
ら
に
、
産
業
、
教

育
、
福
祉
、
軍
事
の
面
で
も
国
権

に
よ
る
地
方
自
治
体
や
国
民
、
町

民
へ
の
統
制
を
強
め
町
と
町
民
に

不
安
と
格
差
、
不
況
を
与
え
て
い

る
。梅

の
価
格
の
下
落
も
こ
う
し
た

農
業
政
策
に
よ
る
点
が
大
き
い
。

町
の
主
産
業
で
あ
る
梅
価
の
浮
沈

は
町
民
の
営
業
、
く
ら
し
や
、
町

政
に
と
っ
て
も
重
大
問
題
で
あ

る
。自

治
体
と
し
て
町
は
、
み
な
べ

の
南
高
梅
を
日
常
的
に
普
及
、
梅

枯
、
産
地
表
示
、
全
国
サ
ミ
ッ
ト

等
取
り
組
ん
で
き
た
。
統
計
数
字

は
あ
る
が
こ
の
時
期
に
梅
干
の
輸

入
国
中
国
の
現
状
を
直
視
す
る
こ

と
、
ま
た
国
内
主
要
な
梅
干
産
地

も
見
て
国
や
県
に
紀
州
み
な
べ
の

梅
産
業
を
守
る
こ
と
を
訴
え
る
の

が
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
こ
と
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

議
会
の
中
国
視
察
の

件
と
政
府
に
輸
入
梅
に

つ
い
て
訴
え
る
必
要
性
と
い
う
の

が
要
点
だ
と
思
い
ま
す
。

外
国
産
の
梅
干
の
量
は
関
税
通

過
量
で
年
間
量
を
つ
か
め
ま
す

が
、
私
も
前
回
中
国
梅
を
視
察
し

た
時
に
、
で
き
れ
ば
10
年
後
に
も

う
一
度
見
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
同
行
で

き
る
こ
と
に
期
待
を
し
て
お
り
ま

す
。政

府
に
対
す
る
訴
え
、
機
会
あ

る
ご
と
に
実
情
を
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
が
、
地
元
選
出
の
代
議
士

の
中
に
も
「
君
、
梅
は
い
い
で
す

よ
」
と
云
う
よ
う
な
人
も
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
産
地
の
実
態

を
訴
え
、
改
善
す
る
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

高
速
道
路
が
田
辺
ま

で
開
通
す
る
こ
の
時
期

だ
か
ら
、
今
ま
で
以
上
に
、
み
な

べ
に
滞
在
し
て
く
れ
る
客
を
招
く

努
力
が
必
要
だ
。

担
当
課
や
観
光
協
会
、各
団
体
、

業
者
や
宿
泊
施
設
な
ど
で
、
す
で

に
努
力
を
さ
れ
て
い
る
が
、
花
、

梅
取
り
、
漬
け
込
み
、
干
や
、
又

朝
の
漁
協
、
そ
し
て
熊
野
古
道
な

ど
、
町
が
主
催
し
て
町
民
や
各
団

体
、
宿
泊
施
設
な
ど
と
集
ま
っ
て

相
談
さ
れ
て
は
い
か
が
か
。

質
問

輸入梅のケース

町
内
に
、よ
り
多
く
の

　
　
　
　
　
　

滞
在
客
を

みなべインター

質
問

町
長

滞
在
客
を
よ
り
多

く
招
く
、
大
変
貴
重
な

ご
提
言
を
賜
り
、
確
か
に
努
力
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。
高
速
が

田
辺
ま
で
開
通
す
る
と
滞
在
客
が

減
り
、
み
な
べ
田
辺
間
42
号
沿
い

の
客
の
減
少
の
影
響
が
大
き
い
の

で
は
な
い
か
と
非
常
に
心
配
し
て

お
り
ま
す
。

観
光
協
会
の
み
な
さ
ん
も
大
変

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
下
さ
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
行
政
も
十
分
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
議
員
の
意
見
も

含
め
て
、
一
層
観
光
客
、
滞
在
客

の
誘
致
に
努
力
し
ま
す
。

町
長
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今
日
の
学
校
教
育
は

学
力
低
下
や
未
履
修
問

「
第
二
条
（
教
育
の
目
標
）
の

五
項　

伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、

そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が

国
と
郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、

他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平

和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養

う
こ
と
。」　　

こ
の
第
２
条
５
項

に
は
、
国
を
愛
す
る
心

か
態
度
か
議
論
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

今
後
こ
の
「
愛
国
心
」
条
項
を
教

育
の
現
場
で
ど
の
様
に
盛
り
込
む

考
え
か
。

小川　猛 議員

教育基本法について
教育委員会の見解は

題
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
校
内
暴

力
、
学
級
崩
壊
、
指
導
力
不
足
の

教
員
、
さ
ら
に
児
童
生
徒
へ
の
教

師
に
よ
る
い
じ
め
や
、セ
ク
ハ
ラ
、

事
な
か
れ
主
義
と
も
言
わ
れ
る
責

任
体
制
の
あ
い
ま
い
さ
等
々
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。

我
々
の
地
方
に
と
っ
て
、
該
当

す
べ
き
事
で
は
な
い
と
理
解
し
て

い
る
が
、「
第
九
条
（
教
員
）
の

一
項   

法
律
に
定
め
る
学
校
の
教

員
は
、
自
己
の
崇
高
な
使
命
を
深

く
自
覚
し
、
絶
え
ず
研
究
と
修
養

に
励
み
、
そ
の
職
責
の
遂
行
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

質
問

質
問 第

二
条

（
教
育
の
目
標
）

「
愛
国
心
」
に
つ
い

て
は
色
々
な
お
考
え

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
は

児
童
生
徒
が
、
こ
れ
か
ら
の
国
際

的
な
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
く

に
は
、
日
本
人
の
心
・
文
化
・
伝

統
を
大
切
に
他
国
を
尊
重
し
、
我

が
国
を
愛
し
発
展
を
願
う
心
と
態

度
は
当
然
一
致
し
て
い
く
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
歴
史
と

伝
統
に
対
す
る
認
識
も
大
切
に
し

た
い
。　
　
　
　

第
九
条（
教
員
）

我
々
公
務
員
は
す
べ

て
全
体
の
奉
仕
者
、
教

員
は
教
育
を
受
け
る
者
、
児
童
生

徒
、
子
供
の
人
格
の
完
成
を
目
指

す
大
切
な
職
責
を
持
っ
て
い
ま

す
。大

き
な
社
会
の
変
化
と
児
童
生

徒
の
多
様
化
の
実
態
に
的
確
に
対

応
で
き
て
い
な
い
部
分
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
指
導
力
不
足
、

若
干
、法
に
外
れ
た
行
為
を
す
る
、

先
生
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
問
わ
れ

る
時
も
あ
り
ま
す
。

今
後
明
確
な
対
応
を
す
る
た
め

に
も
、「
教
育
再
生
会
議
」と
か「
中

教
審
」
の
答
申
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
養
成
と
研
修
に
つ
と
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

授業風景

「
第
十
条
（
家
庭
教
育
）
の
一

項　

父
母
そ
の
他
の
保
護
者
は
、

子
の
教
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責

任
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
生

活
の
た
め
に
必
要
な
習
慣
を
身
に

付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
立
心

を
育
成
し
、
心
身
の
調
和
の
と
れ

た
発
達
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

二
項　

国
及
び
地
方
公
共
団
体

は
、
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重

し
つ
つ
、
保
護
者
に
対
す
る
学
習

の
機
会
及
び
情
報
の
提
供
、
そ
の

他
の
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め

に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

親
や
保
護
者
の
立

場
に
あ
る
者
が
、
幼
い

子
供
を
虐
待
す
る
非
道
な
事
件
が

後
を
た
た
な
い
。
支
払
い
能
力
が

充
分
あ
る
の
に
学
校
給
食
費
未
納

額
が
全
国
で
22
億
円
余
り
、
大
人

と
し
て
、
親
と
し
て
保
護
者
と
し

て
の
責
任
が
義
務
が
問
わ
れ
て
い

る
が
。

保
護
者
の
第
一
次

的
責
任
を
明
確
に
さ

れ
た
部
分
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
保
護
者
は
そ
れ
ぞ
れ
責
任
が

あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
の
一
番
大

事
な
一
歩
の
家
庭
教
育
を
、
定
義

付
け
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
家

庭
教
育
と
共
に
、
私
も
教
育
行
政

の
立
場
で
色
々
な
形
で
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

た
だ
、
家
庭
教
育
に
行
政
が
直

接
介
入
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
と
協
議
を

し
、
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
、
共

に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

教
育
長

教
育
長

質
問

教
育
長

第
十
条（
家
庭
教
育
）
の
一
項
・
二
項

（平成18年12月15日改正　一部抜粋）
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で
、
入
札
を
担
当
す
る
課
の
課
長

が
公
正
入
札
調
査
委
員
会
の
長
で

あ
る
助
役
に
報
告
し
、「
問
題
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
実
施
し
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
公
正
入
札
調
査

委
員
会
は
開
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

権
限
が
集
中
す
る

公
正
入
札
調
査
委

員
会
を
開
い
て
判
断

さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
わ
か

る
が
、
担
当
課
長
と
助
役
だ
け
で

判
断
さ
れ
た
の
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

か
ら
し
て
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
と

思
う
。

自
立
支
援
法
制
度
の
改
善
を
求

め
る
運
動
は
法
施
行
と
と
も
に
一

層
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
運
動
に

も
お
さ
れ
て
、
田
辺
福
祉
圏
域
で

は
施
設
利
用
の
負
担
を
軽
減
す
る

方
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
政

府
・
厚
生
省
は
昨
年
12
月
末
に

「
特
別
対
策
」
を
発
表
し
ま
し

た
。そ

の
内
容
は
不
十
分
な
も
の
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
７
，
５
０
０
円

の
施
設
利
用
料
を
払
っ
て
い
た
人

は
半
額
の
３
，
５
０
０
円
に
な
り

ま
す
。
又
、
所
得
制
限
を
ゆ
る
め

て
対
象
者
の
枠
が
拡
大
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
、
御
坊
福
祉
圏
域
で
は
今

年
度
か
ら
施
設
利
用
料
を
無
料
に

し
ま
す
。
そ
れ
で
、
み
な
べ
町
で

無
料
に
す
る
に
は
い
く
ら
必
要
か

と
質
し
た
と
こ
ろ
、
90
万
円
で
で

き
る
と
の
こ
と
で
す
。

み
な
べ
町
だ
け
で
勝
手
に
無
料

に
す
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
の

で
、
田
辺
福
祉
圏
域
で
話
し
合
っ

て
無
料
に
で
き
る
よ
う
、
要
望
し

ま
し
た
。

又
、
「
特
別
対
策
」
の
中
に
あ

る
「
工
賃
倍
増
計
画
」
に
つ
い
て

も
質
問
し
ま
し
た
。

山中邦夫 議員

談合情報への対応

町
に
も
「
談
合
情
報

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が

あ
り
ま
す
が
、
先
の
談
合
情
報
に

対
し
て
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

の
対
応
を
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
う

か
が
い
た
い
。

入
札
前
に
談
合
情
報
が
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
「
談
合
情
報

で
な
い
」
と
誰
が
判
断
さ
れ
て
、

入
札
を
執
行
し
た
の
か
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
る
と
、
公
正
入
札
調
査

委
員
会
な
ど
を
開
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
。

談
合
情
報

が
入
札
を
担

当
す
る
事
務
局
に
入
り
ま
し
た
の

質
問

又
、
機
構
改
革
で
「
検
査
室
」

を
設
置
す
る
と
云
う
こ
と
で
す

が
、
こ
う
い
う
や
り
方
を
し
て

い
る
と
、
検
査
室
に
権
限
が
集
中

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
思
う

が
。

公
正
入
札
調
査
委

員
会
、
こ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、ご
指
摘
い
た
だ
い
て
、

こ
れ
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
検
査
室
の
こ
と
は
、

あ
く
ま
で
も
厳
格
公
正
に
、
権

限
が
集
中
し
な
い
よ
う
な
運
営
を

や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中

に
、
県
の
場
合
は
「
発

注
機
関
の
長
」
と
い
う
と
こ
ろ
が

町
の
場
合
は
「
課
長
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
課
長
が
勝
手
に

や
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は

問
題
で
は
な
い
か
。

こ
れ
も
、
先
程
町
公

正
入
札
調
査
委
員
会

を
見
直
す
と
い
う
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
今
ご
指
摘
の
と
こ

ろ
も
含
め
て
見
直
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
町
長
は
入
札
に
関

し
て
、
口
出
し
も
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
こ
で
決
ま
っ
た
こ
と
の
全

責
任
は
町
長
に
あ
り
ま
す
。

小倉谷農免工事

企
画
管
財
課
長

町
長

質
問

質
問

町
長

自
立
支
援
法
の

「
特
別
対
策
」に
つ
い
て
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園出俊明 議員

税源移譲に関して

今
年
の
税
金
の
徴

収
状
況
は
。

３
月
７
日
現
在

で
個
人
町
民
税
が

４
億
３
４
０
７
万
円
、
法
人
町
民

税
で
５
７
９
８
万
円
、
固
定
資
産

税
で
７
億
４
６
８
５
万
円
、
軽
自

動
車
税
で
３
９
３
６
万
円
、
た
ば

こ
税
で
７
９
６
７
万
円
等
々
、
町

税
総
額
で
は
13
億
８
７
１
３
万
円

が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に

は
昨
年
度
の
収
納
額
と
比
較
し
ま

す
と
、
約
５
２
０
０
万
円
の
減
収

に
な
る
見
通
し
で
す
。

税
源
移
譲
に
よ
っ

て
本
年
度
か
ら
、
地
方

税
が
増
え
、
自
立
性
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化
も
ふ
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
聞
く
。

19
年
度
予
算
を
組

む
場
合
に
も
、
確
実
に

見
込
め
る
と
こ
ろ
を
石
橋
を
叩
い

て
は
じ
き
出
し
て
お
り
ま
す
。
今

質
問

町　長 副町長 総務課 課　長

住民環境課 課　長

税務課 課　長

保健福祉課 課　長

上下水道課 課　長

産業課 課　長

うめ課 課　長

建設課 課　長

検査室 室　長

環境対策長
（課長級）

保健福祉センター長
（課長級）

商工水産長
（課長級）

地籍調査長
（課長級）

収入役 会計課

教育委員会 教育次長 教育学習課 課　長

公民館長兼図書館長
（課長級）

教育長

議　会 議会事務局 局　長

機構改革組織図

税
務
課
長

質
問

町
長

機
構
改
革
に
関
連
し

て
、
副
町
長
の
権
限
は

ど
う
な
る
の
か
。

た
だ
呼
び
名
だ
け
か

わ
る
と
い
う
側
面
が
あ

り
ま
す
が
、
使
う
文
字
に
よ
っ
て

責
任
の
所
在
の
重
み
が
変
わ
っ
て

く
る
。
増
し
て
く
る
と
私
な
り
に

質
問

町
長

解
釈
し
て
い
ま
す
。
助
け
る
こ
と

を
役
目
と
す
る
こ
と
か
ら
、
町
長

の
代
理
的
な
「
副
」
と
し
て
付
き

添
う
役
に
な
る
と
い
う
事
で
、
守

備
範
囲
と
か
権
限
等
に
つ
い
て

は
、大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

副
町
長
の
権
限
に
つ
い
て

副
町
長
の
権
限
に
つ
い
て

後
の
事
は
基
本
的
に
は
、
実
施
し

て
み
た
う
え
で
の
こ
と
と
考
え
て

い
ま
す
。

税務課
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田中昭彦 議員

人口増を図り
　　　町の活性化を

人
口
は
国
力
な
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、「
み
な
べ
町
長
期
総
合
計
画
」

の
中
で
は
、
10
年
後
の
人
口
予
想

は
、
11
％
減
に
な
る
と
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
の
影
響
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
町
の
活
力

が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

人
口
の
維
持
・
増
加
は
、
い
ろ

い
ろ
と
難
し
い
問
題
は
あ
り
ま
す

が
、
努
力
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
的
に
、
結
婚
適
齢
期
と
言

わ
れ
る
世
代
が
少
な
い
上
に
、
女

性
で
32
％
、
男
性
で
47
％
が
未
婚

質
問

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン

者
の
移
住
を

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
地
方
で

は
、恋
愛
の
機
会
が
少
な
い
の
で
、

町
当
局
が
他
の
組
織
と
連
携
し
、

「
官
製
見
合
い
機
関
」
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。大

変
良
策
を
提
案

し
て
頂
き
ま
し
た
。
人

口
は
そ
の
町
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

あ
り
、
町
民
の
方
に
も
考
え
て
頂

き
、
い
い
方
法
が
あ
れ
ば
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

過
去
に
出
雲
会
を
作
り
、
集
団

見
合
い
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
参
考
に
し
て
、
成
功
す
る
方
法

を
考
え
て
参
り
ま
す
。

町
長

団
魂
世
代
の
退
職

者
の
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ

タ
ー
ン
に
よ
る
移
住
を
図
り
、
人

口
増
を
図
っ
て
は
。

飲
酒
運
転

に
よ
る
交
通

事
故
が
減
ら
な
い
上

に
、
和
歌
山
県
は
、
交

通
事
故
に
お
け
る
飲
酒
運
転
率

が
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
の
こ

と
で
す
。

昨
秋
白
浜
の
町
職
員
の
飲
酒
運

転
が
発
覚
し
、
そ
の
処
分
の
甘
さ

に
、
各
方
面
か
ら
の
非
難
が
殺
到

し
ま
し
た
。

町
職
員
に
対
し
、
飲
酒
運
転
の

罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の

か
。

一
般
町
民
に
対
し
、

飲
酒
運
転
撲
滅
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
町
職
員

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
の
こ
と

だ
と
思
い
、
罰
則
規
定
は
設
け
て

お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
罰
則
と
い
う
の
は
、
強

化
し
て
お
か
な
い
と
気
の
緩
み
が

あ
り
、
刑
が
軽
い
と
、
事
故
の
重

大
さ
の
認
識
が
甘
く
な
る
こ
と
か

ら
、
今
後
検
討
い
た
し
ま
す
。
飲

酒
運
転
は
、
重
大
な
社
会
問
題
で

あ
り
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

備
長
炭
で
Ｉ
タ
ー
ン

の
人
が
移
住
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
老
後
を
こ
の
町
で
住

ん
で
頂
け
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を
し
、

対
策
・
施
策
を
考
え
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問

町
長

質
問

町
長

結婚式風景

飲酒運転撲滅を
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竹本栄次 議員

通学道路の安全対策
　　特色ある学校教育

国
道
の

　

歩
道
計
画
は

高
城
・
清
川
地
区

は
、
国
道
424
号
拡
張

工
事
に
よ
っ
て
歩
道
整
備
さ
れ
ま

す
。
西
本
庄
地
区
は
、
歩
道
整
備

に
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
さ
れ

た
谷
口
地
区
の
一
部
と
、
筋
・
徳

蔵
地
区
で
す
が
、
こ
の
区
間
の
歩

道
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

必
要
性
は
十
分
に

感
じ
て
い
ま
す
。
特

に
、
筋
八
斗
田
地
区
か
ら
、
徳

蔵
地
区
の
高
速
に
接
す
る
あ
た
り

ま
で
、
大
き
な
問
題
箇
所
と
し
て

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
。難

し
さ
を
十
分
認
識
し
た
上
で

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
す

る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
関
係
す
る
沿
線
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
賜
り
、
こ
の
区
間
の

歩
道
は
、
ど
う
し
て
も
造
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

国
道
の
歩
道
整
備

は
、
難
し
い
問
題
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
取
り
組

ん
で
早
期
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

必
要
性
は
十
分
認

識
し
県
に
対
し
ま
し

町
内
通
学
道
路
の

安
全
対
策
は

通
学
道
路
の
危
険

な
場
所
に
は
、
防
犯

灯
・
フ
ェ
ン
ス
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
。

通
常
は
、
町
内

道
路
に
対
す
る
防

犯
灯
・
フ
ェ
ン
ス
・
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
は
、
各
区
の
要
望
箇
所
を
聞
い

て
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
設
置
を

し
て
い
ま
す
が
、
通
学
道
路
は
優

先
に
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

県
教
育

委
員
会
は
、

教
育
事
務
所
廃
止
に
伴
い
、
市
町

村
教
育
委
員
会
で
独
自
の
特
色
あ

る
教
育
が
出
来
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
町
内
の
学
校
の
取
り
組

み
は
。

小
学
校
で
は
、
梅
の

体
験
学
習
・
心
に
響
く

道
徳
教
育
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
学
校

農
園
・
備
長
炭
炭
焼
き
。
中
学
校

で
は
、
梅
の
体
験
学
習
・
梅
林
太

鼓
・
文
化
活
動
・
修
学
旅
行
で
の

梅
の
Ｐ
Ｒ
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
環

境
防
災
教
育
、
以
上
申
し
述
べ
た

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
試
み
を
打

ち
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
か
い
ろ
ん
な
機

会
を
通
じ
て
、
私
ど
も
に
、
ご
支

援
、
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
き
ば
大

変
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

質
問

町
長

質
問

町
長

て
も
、
今
後
推
進
を
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。

質
問

総
務
課
長

教
育
長

歩道設置が必要な国道（筋地内）

特色ある授業

特色ある学校教育の取り組みは
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「
委
員
長
報
告
」趣
旨

去
る
12
月
12
日
の
定
例
会
に
お

い
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

「
み
な
べ
町
長
期
総
合
計
画
基
本

構
想
」
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
配
付
さ
れ
た
計
画
案

を
、
各
委
員
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
精

査
し
、更
に
認
識
を
深
め
る
べ
く
、

２
月
13
日
の
臨
時
会
終
了
後
、
委

員
会
を
開
催
し
、
担
当
職
員
か
ら

概
要
説
明
を
聞
い
た
。

こ
う
い
う
類
い
の
も
の
は
、
元

来
、
行
政
主
導
型
で
、
住
民
の
あ

ま
り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
進
め
ら

れ
る
傾
向
に
な
り
が
ち
な
の
に
対

し
、
今
回
は
、
住
民
の
意
見
、
要
望

等
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
の
観
点
か
ら
、
各
区
長
推
薦

の
町
民
24
名
の
委
員
に
よ
り
ま
す

住
民
会
議
の
設
置
を
さ
れ
、
数
回

の
会
議
を
重
ね
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

ま
た
実
際
の
計
画
書
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
次
世
代
の
み
な
べ

町
を
担
う
中
堅
・
若
手
職
員
か
ら

な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
が
組
織
さ

れ
、
そ
こ
で
策
定
さ
れ
た
計
画
案

に
つ
い
て
、
助
役
、
課
長
か
ら
な

る
策
定
委
員
会
が
、
町
と
し
て
の

方
向
付
け
を
行
い
平
成
18
年
８
月

に
長
期
総
合
計
画
策
定
審
議
会
へ

諮
問
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
広
く
町
民
に
意
見
を

求
め
る
べ
く
、
11
月
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
、
12
月

に
答
申
が
な
さ
れ
た
。そ
の
結
果
、

長
期
を
展
望
さ
れ
民
意
が
よ
く
生

か
さ
れ
た
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

策
定
作
業
に
携
わ
ら
れ
た
委
員
の

方
々
に
は
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を

表
す
次
第
で
す
。

当
委
員
会
の
質
疑
の
中
で
は
、

合
併
後
、
最
初
の
長
期
計
画
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
財
政
問
題
等
あ

る
に
し
て
も
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱

く
、
住
民
に
対
し
説
得
力
に
か
け

る
よ
う
に
思
う
の
で
み
な
べ
町
の

未
来
像
は
、「
こ
う
な
る
」「
こ
う

し
て
行
く
」
と
言
っ
た
よ
う
な
、

地
域
性
を
生
か
し
た
特
長
の
あ
る

表
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
言
う
意
見
も
で
た
。　

又
、基
本
構
想　

第
３
章　
「
み

な
べ
町
の
将
来
地
域
構
造
図
」
町

民
の
生
活
機
能
な
ど
を
担
う
地
域

の
拠
点
「
南
コ
ア
」
に
つ
い
て
は

原
案
に
、
若
干
の
修
正
を
お
願
い

し
た
。

引
き
続
き
、
去
る
３
月
12
日
の

本
会
議
終
了
後
、
再
度
委
員
会
を

開
催
し
、
採
決
と
な
っ
た
次
第
。

た
だ
「
人
口
増
を
図
り
町
の
活
性

化
を
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
計
画

書
の
中
で
は
、
将
来
人
口
予
測

が
、
平
成
28
年
に
は
、
人
口
が
約

１
２
，
６
０
０
人
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
17
年
か
ら
す
る
と
約
11
％

の
減
少
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
も
、
町
外

へ
の
人
の
流
出
の
歯
止
め
、
企
業

誘
致
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の

奨
励
等
に
お
い
て
は
、
全
町
民
の

協
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。以

上
も
っ
て
、原
案
に
つ
い
て
、

採
決
を
と
っ
た
結
果
、
全
会
一
致

で
「
採
択
す
る
も
の
と
す
る
」
と

い
う
こ
と
に
決
定
し
た
。

「みなべ町長期総合計画
基本構想」を採択

まちづくり政策調査特別委員会

特別委員会での審議
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日豪EPA（経済連携協定）に
関する請願採択

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関

す
る
請
願
に
つ
い
て
、
３
月
14
日

に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
と

は
物
、
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
の
自
由

化
、
投
資
、
人
の
移
動
な
ど
の
幅

広
い
分
野
の
自
由
化
で
あ
り
、
今

回
の
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
特
徴
は
、
わ

が
国
の
農
林
水
産
業
や
地
域
経
済

に
と
っ
て
重
要
な
品
目
が
多
く
、

特
に
、
米
、
麦
、
牛
肉
、
乳
製
品
、

砂
糖
な
ど
の
品
目
が
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
取
扱
い
如
何
に
よ
っ
て

は
、
日
本
農
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
重
要

品
目
に
対
す
る
関
税
が
撤
廃
さ
れ

て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ら
の
品
目
の

生
産
や
食
糧
自
給
率
に
対
し
て
壊

滅
的
な
打
撃
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
８
兆
円
に
も
の
ぼ
る
と
さ
れ

て
い
る
農
業
の
多
面
的
機
能
も
失

わ
れ
、
加
工
産
業
や
流
通
・
小
売

業
界
を
含
め
、
地
域
内
外
の
関
連

産
業
に
ま
で
影
響
が
及
び
、
雇
用

を
含
め
、
地
域
経
済
、
地
域
社
会

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な

い
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

請
願
に
つ
い
て
採
決
を
は
か
っ
た

と
こ
ろ
、
全
員
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書

前　

文　

省　

略

記

⑴
重
要
品
目
に
対
す
る
例
外
措
置

　

の
確
保

わ
が
国
農
業
は
、
戦
後
農
政
の

大
転
換
を
決
定
し
、
19
年
度
か
ら

の
実
施
に
向
け
、
生
産
現
場
は
現

在
、
担
い
手
育
成
や
構
造
改
革
の

取
組
み
に
懸
命
に
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
わ
が
国
に
と
っ
て
、
米
、
麦
、

牛
肉
、
乳
製
品
、
砂
糖
な
ど
の
重

要
品
目
の
関
税
撤
廃
を
行
う
こ
と

は
、
こ
う
し
た
改
革
の
努
力
を
無

に
し
、
食
料
自
給
率
の
向
上
ど
こ

ろ
か
わ
が
国
農
業
を
崩
壊
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
交
渉
に
お
い
て
こ
れ
ら

の
品
目
を
除
外
す
る
な
ど
の
例
外

措
置
を
確
保
す
る
こ
と
。

⑵
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
対
す
る
わ

　

が
国
の
主
張
に
基
づ
い
た
対
応

　

の
確
保

こ
れ
ま
で
わ
が
国
は
、「
農
業

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
」
と
「
多

様
な
農
業
の
共
存
」
等
の
観
点
か

ら
、
十
分
な
数
の
重
要
品
目
の
確

保
と
そ
の
柔
軟
な
取
扱
い
、
ま
た

上
限
関
税
の
絶
対
阻
止
を
主
張
し

続
け
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
豪
州
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ

に
お
い
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
に
お

け
る
従
来
の
主
張
か
ら
譲
歩
す

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
一
致
団
結
し
て

戦
っ
て
き
た
Ｇ
10
各
国
へ
の
背
信

行
為
と
な
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
交
渉
の
努
力
が
水
泡
に
帰
す

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
米
国
や
カ

ナ
ダ
を
含
む
そ
の
他
の
国
々
か
ら

も
同
様
の
措
置
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
か

ら
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
に
お
け
る
主
張

に
基
づ
い
た
整
合
性
の
あ
る
適
切

な
内
容
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
交
渉

す
る
こ
と
。

⑶
交
渉
如
何
に
よ
っ
て
は
交
渉
を

中
断
す
る
な
ど
厳
し
い
判
断
を

持
っ
て
交
渉
に
臨
む
こ
と

豪
州
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
あ

た
っ
て
は
期
限
を
定
め
ず
、
粘
り

強
く
交
渉
す
る
と
と
も
に
、
豪
州

側
が
わ
が
国
の
重
要
品
目
の
柔
軟

性
に
つ
い
て
十
分
配
慮
し
な
い
場

合
は
、
交
渉
の
継
続
に
つ
い
て
中

断
も
含
め
厳
し
い
判
断
を
行
う
こ

と
。以

上
、
地
方
自
治
法
第
９
９
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す

る
。

平
成
19
年
３
月
20
日

和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町　

議
会
議
長　

井　

上　

光　

博

（
提
出
先
）

内
閣
総
理
大
臣
、内
閣
官
房
長
官
、

外
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
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南部小・中で早期に
学校給食の開始を求める

請願採択
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
請
願
は
「
南
部
小
・
中
学

校
に
お
い
て
早
期
に
学
校
給
食
の

開
始
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」

で
す
。

委
員
会
は
12
月
議
会
で
は
、
教

育
委
員
会
が
実
施
中
だ
っ
た
「
学

校
給
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
の
結
果
を
見
て
み
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
継
続
審
査
に
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
閉
会
中
に
開
い
た
委

員
会
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
か
ら

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
給
食
実
施
に
つ

い
て
保
護
者
は
78
％
が
導
入
に
賛

成
で
す
が
、
児
童
・
生
徒
は
26
％

で
す
。
導
入
す
る
た
め
の
課
題
も

明
か
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
給
食
の
実
施
時

期
に
つ
い
て
、
と
り
あ
え
ず
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
メ
ド
を
平
成

19
年
度
中
に
出
し
た
い
と
の
こ
と

で
す
。

以
上
の
よ
う
な
審
議
を
行
い
総

務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
全
会

一
致
で
請
願
を
採
択
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
３
月
定
例
会
最
終
日

に
、
本
会
議
で
総
務
文
教
常
任
委

員
長
か
ら
、
審
議
の
経
過
と
結
果

が
報
告
さ
れ
、
委
員
長
報
告
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

旧
南
部
川
村
で
は
小
中
６
校

で
、
早
く
か
ら
学
校
給
食
が
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、合
併
後
、

旧
南
部
町
の
３
校
に
お
い
て
も
、

学
校
給
食
が
速
や
か
に
実
施
さ
れ

る
方
向
と
聞
い
て
い
た
。そ
し
て
、

平
成
17
年
９
月
か
ら
岩
代
小
学
校

で
実
施
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

南
部
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
実

施
の
方
向
で
あ
る
と
の
教
育
委
員

会
の
説
明
で
し
た
。

合
併
し
た
一
つ
の
町
の
中
に
、

学
校
給
食
が
実
施
さ
れ
な
い
学
校

を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
く
こ
と

は
問
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、栄
養
豊
か
な
食
育
の
で
き
る
、

学
校
給
食
の
実
施
を
多
く
の
親

は
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
す
。
学
校

給
食
法
第
１
条
、
学
校
給
食
の
目

的
に
は
「
学
校
給
食
が
児
童
お
よ

び
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に

資
し
、
か
つ
、
国
民
の
食
生
活
の

改
善
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
か
ん
が
み
、
学
校
給
食
の
実

施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、

も
っ
て
学
校
給
食
の
普
及
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と

あ
り
、こ
の
目
的
が
大
切
に
さ
れ
、

食
材
は
地
場
産
の
新
鮮
な
物
が
使

わ
れ
る
こ
と
と
、
加
工
品
は
食
品

添
加
物
が
吟
味
さ
れ
る
こ
と
等
、

安
心
・
安
全
な
給
食
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
、
下
記
の
と
お
り
要
望
致

し
ま
す
。

　
　
　
　

記

１
．
南
部
小
・
中
学
校
で
早
期

に
学
校
給
食
を
始
め
る
こ
と
。

２
．
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
食
材

は
地
場
産
・
加
工
品
は
食
品
添

加
物
等
な
ど
を
し
っ
か
り
吟
味

し
、
安
心
・
安
全
の
給
食
に
な

る
よ
う
な
調
理
シ
ス
テ
ム
に
す

る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出

す
る

平
成
19
年
３
月
20
日

　
　
　

み
な
べ
町
議
会
議
長　
　

　
　
　
　

井　

上　

光　

博

南
部
小
・
中
学
校
で
早
期
に

　

学
校
給
食
の
開
始
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

校舎改築が進む南部小学校
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「核兵器廃絶・平和の町宣言」
に関する決議を可決

核
戦
争
防
止
和
歌
山
県
医
師
の
会
か
ら
、「
非
核
自
治
体
宣
言
」
に
関
す

る
要
望
が
町
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
こ
の
際
、

合
併
新
町
と
し
て
、
新
た
に
「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
宣
言
」
の
決
議
を
提
案

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
決
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
の
町
宣
言
」

　
　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
決
議

国
連
は
、
そ
の
第
１
号
決
議

で
、
今
後
核
兵
器
を
「
国
家
の
軍

備
」
と
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
と

し
て
、「
原
子
兵
器
の
廃
絶
」
を

誓
っ
た
。
核
兵
器
の
廃
絶
は
、
人

類
の
共
通
の
願
い
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
な
お
世
界
に
は

２
万
発
以
上
の
核
兵
器
が
存
在

し
、
又
核
実
験
や
新
た
な
核
兵
器

の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
日
本
国
内
外
の
世
論
は

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
高
ま
り
、

世
界
の
非
核
地
帯
は
５
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
（
112
ヶ
国
）
に
広
が
っ
て

い
る
。

わ
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
り
、
こ
の
地
球
上
に
広

島
、
長
崎
の
惨
禍
を
再
び
く
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
。
核
兵
器
廃
絶

は
、
み
な
べ
町
民
の
共
通
の
願
い

で
も
あ
る
。

私
た
ち
は
、
平
和
を
愛
す
る
全

て
の
国
の
人
々
と
共
に
、
真
に
恒

久
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
を
決
意

し
、
こ
こ
に
「
核
兵
器
廃
絶
・
平

和
の
町
」
の
宣
言
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
19
年
３
月
20
日

　
　
　
　
　
　

み
な
べ
町
議
会

「
歩
道
橋
設
置
」の
陳
情
採
択

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
陳
情
書
は
、「
学
童

専
用
歩
道
橋
設
置
に
関
す
る
」
も

の
で
あ
り
ま
す
。

本
陳
情
書
は
岩
代
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
は
じ
め
、
東
・
西
岩
代
区

区
長
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
又
、
本
陳
情
書
に
は
、
他
に

891
名
分
の
署
名
が
つ
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

内
容
は
、
岩
代
小
学
校
下
の
国

道
42
号
線
を
横
断
し
、
学
校
に
直

接
接
続
す
る
学
童
専
用
歩
道
橋
の

設
置
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

本
委
員
会
は
去
る
３
月
13
日
に

開
き
、
ま
ず
歩
道
橋
の
設
置
を
陳

情
さ
れ
て
い
る
現
地
（
岩
代
小
学

校
下
）
を
、
学
校
教
育
課
長
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、
視
察･

調
査

を
行
い
ま
し
た
。
岩
代
小
学
校
で

は
登
下
校
時
だ
け
で
な
く
、
校
外

活
動
時
に
も
国
道
横
断
が
必
要
で

あ
り
、
地
理
的
条
件
も
あ
っ
て
横

断
歩
道
橋
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
。

さ
て
、
本
定
例
会
冒
頭
で
の
町

長
の
所
信
表
明
に
も
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
岩
代
小
学
校
は
改
築
の
方

向
で
検
討
が
始
ま
り
ま
す
。
基
本

計
画
策
定
の
予
算
も
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

歩
道
橋
の
設
置
も
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
の
中
で
検
討
さ
れ
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
提
出

さ
れ
た
陳
情
書
で
あ
る
と
判
断
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
審
議
を
お
こ
な

い
、
本
陳
情
書
は
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
、
以
上
の

よ
う
な
総
務
文
教
常
任
委
員
長
の

報
告
が
な
さ
れ
、
委
員
長
報
告
の

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

岩代小学校下の国道
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中国梅産地・工場視察

み
な
べ
町
梅
の
里
ま
ち
づ
く
り
政
策
調
査
特
別
委
員
会
は
、

４
月
10
日
か
ら
４
日
間
、
中
国
の
梅
林
と
工
場
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
で
す
が
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
望
し
た
梅
林
面
積
は
２
千
ｈ

ａ
で
あ
り
主
と
し
て
白
粉
梅
と
青

竹
梅
が
植
え
ら
れ
、
す
で
に
白
粉

梅
の
収
穫
も
殆
ど
終
わ
っ
て
い

て
、
こ
れ
か
ら
青
竹
梅
の
収
穫
が

始
ま
り
ま
す
。
今
年
の
梅
は
昨
年

よ
り
も
６
割
減
で
あ
り
、
価
格
は

約
2.5
倍
の
６
元
（
日
本
円
で
㎏
約

100
円
）
で
市
場
で
取
引
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
地
区
の
梅
林
で
は

梅
の
木
と
木
の
間
に
龍
眼（
果
物
）

が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
の
梅
林
面
積
は
70
ｈ
ａ
で

今
迄
は
梅
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ

て
き
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
養

豚
事
業
を
主
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
２
〜
３
年
は
梅
も
不
作
で
価

格
も
安
い
為
切
り
替
え
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
養
豚
事
業
で
は
、
年
間

１
万
頭
出
荷
さ
れ
、
年
収
も
相
当

上
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
梅
林
で
は
、
梅
の
木
の
間
に

ラ
イ
チ
（
果
物
）
が
植
え
ら
れ
て

い
て
梅
の
木
は
８
年
生
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
成
長
も
悪
く
あ

ま
り
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

高埔地区視察

広
東
省
普
寧
市（
高
埔
地
区
）

　
　
　
　
　

洪
農
園

福
建
省
詔
安
県（
紅
星
地
区
）

　
　
　
　
　

梅
林

18平成 19年 5月　議会だより　みなべ　第 10号



詔
安
県
地
区
行
政
と
の
会
談

冒
頭
、
小
川
猛
特
別
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
今
回
の
訪
問
の
挨
拶
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
中
国
側
か
ら
歓
迎
の
意
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
詔
安
県
は
、
梅
を
重
要
農
産
物
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
最
近
は
健
康

食
品
と
の
認
識
が
生
ま
れ
て
来
た
の
で
、
今
後
は
国
内
消
費
を
拡
大
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
も
っ
と
友
好
関

係
を
深
め
た
い
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長
か
ら
は
、
10
年
前
の
視
察
に
比
べ
、
梅
の
管
理
方
法
や
工
場
が
新
し

く
な
っ
た
と
の
感
想
が
あ
り
、
梅
の
医
学
的
効
能
も
認
識
さ
れ
る
中
、
共
存

共
栄
を
目
指
し
て
い
く
必
要
性
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
議
員
よ
り
、
中
国
の
梅
事
情
の
将
来
性
や
経
済
発
展
に
よ
る

消
費
拡
大
に
向
け
て
の
対
応
、
地
元
梅
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
努
力
等
多
く
の

質
問
が
あ
り
、
有
効
な
時
間
を
持
て
ま
し
た
。

工
場
は
梅
の
産
地
か
ら
約
300
㎞
離
れ
て
お
り
、
多
く

の
女
性
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
。
二
次
加
工
品
と
し

て
、
は
ち
み
つ
漬
や
か
つ
お
梅
、
味
付
け
種
無
し
梅
等

製
造
し
て
い
る
。

工
場
内
見
学
は
、
白
帽
・
白
衣
・
長
靴
を
着
用
し
、
手

や
白
衣
の
消
毒
も
行
う
。
梅
の
洗
浄
に
使
用
す
る
水
は
、

特
に
コ
ス
ト
を
掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

加
工
場
で
は
、
一
次
加
工
が
主
体
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
干
し
場
用
地
が

広
く
必
要
で
あ
る
が
、
最
近
は
二
次
加
工
品
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

今
回
の
視
察
は
、
収
穫
期
の
状

況
や
、
第
一
次
加
工
・
第
二
次
加

工
の
工
場
内
見
学
、
又
、
行
政
と

の
会
談
も
行
わ
れ
、
有
意
義
な
研

修
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
後
梅
に
関
し
た

経
済
交
流
が
、
ま
す
ま
す
進
展
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
わ

が
町
と
し
て
は
国
内
産
の
「
南
高

梅
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
、

競
争
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

中
国
に
は
、
梅
は
健
康
食
品
で

あ
る
と
の
認
識
を
広
め
、
国
内
消

費
拡
大
に
努
め
て
頂
く
よ
う
提
案

し
ま
し
た
。
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◦……

発　

足

　

平
成
12
年

◦……

現　

在

　

代　

表　

者　

池
田　

記
代
子

　

会　

員　

数　

28
名

…

◦……

活　

動

毎
年
、
各
地
の
図
書
館
へ
見
学

に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
文
化

展
に
は
会
員
の
お
す
す
め
の
本
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

季
節
は
春
真
っ
盛
り
で
す

が
、
町
財
政
は
厳
し
い
時
節
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
予
算
審
議
の
結

果
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
合

わ
せ
て
約
１
５
０
億
３
千
万
円

と
決
ま
り
ま
し
た
。
多
額
の
予

算
と
な
り
ま
し
た
が
、
合
併
後

多
く
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
、
ご
意

見
・
ご
感
想
な
ど
お
聞
か
せ
下

さ
い
。　
　
　

サークル紹介

合同発表会

◦……

発　

足

平
成
５
年

◦……

現　

在

代　

表　

者　

堅
田　

美
代
子

事　

務　

局　

永
井　

美　

幸

会　

員　

数　

５
名

◦……

活　

動

中
央
公
民
館
で
、
第
２
・
第
４

木
曜
日
午
後
７
時
か
ら
練
習
。
町

文
化
祭
に
出
演
。

他
、
各
地
の
老
人
ホ
ー
ム
等
へ

慰
問
。

読書講習会の後で

大正琴
梅の里クラブ 読書友の会

◦
一
言
（
読
書
友
の
会
）

今
年
は
初
め
て
の
企
画
で
３
月

31
日
、
児
童
文
学
作
家
の
香
月
日

輪
さ
ん
の
読
書
講
演
会
を
主
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◦
一
言
（
大　

正　

琴
）

指
先
と
頭
を
使
う
の
で
、
脳
を

活
性
化
し
、
健
康
維
持
に
も
っ
て

こ
い
で
す
。

みなべ町文化協会
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